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システムは互いに1ー３ー４ー３。前半立ち上がりはシンプルに背後を狙う展開が続いた
が、鹿児島城西の前線３枚を起点に徐々に鹿児島城西が優勢に進める。前半１７分、鹿児
島城西の左CK、混戦からオウンゴールで鹿児島城西が先制する。鹿児島実業はビルド
アップからの展開を試みるが、鹿児島城西の前線からのプレスをかいくぐることができず、
ロングボールを蹴らされて攻めあぐねた。後半、鹿児島実業はFW⑨藤高に代えてFW⑦上
村を投入する。FW⑦のスピードを生かした攻撃や中盤のワイドを起点にFW⑪當山の飛び
出しなど、ゴールに迫る展開が続き、試合を優位に進めた。しかし、７７分鹿児島城西はCK
からDF⑤日髙が鮮やかなシュートを決め、勝負を決した。後半は鹿児島実業優勢となった
が、勝負強さを発揮した鹿児島城西が決勝へ進出した。
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